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大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た 

大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

 
大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
を
10
月
１
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
も
良
く
、
午

前
９
時
の
作
品
展
示
か
ら
始
ま
り
、
体
育
室
で
の

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
舞
台
発
表
と
な
り
ま
し
た
。 

（
パ
ン
ア
ー
ト
） 

 
 

（
は
が
き
絵
） 

 
 

 

（
油
絵
） 

 
 
 
 

（
大
正
琴
） 

 
 

み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

（
民
謡
） 

 
 
 

（
日
本
舞
踊
） 

 
 

 

運
営
に
は
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
打
合
せ

を
行
っ
た
う
え
で
、
前
日
か
ら
の
会
場
設
営
、
準

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
表
が
な
い
団
体
も
、
開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
や
舞
台
発
表
で
の
司
会
、
音
響
、

舞
台
幕
の
開
閉
、
ま
た
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
時
に

お
越
し
い
た
だ
く
来
賓
の
方
々
の
受
付
け
、
案
内

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
貯
筋
体
操
） 

 
 
 

（
チ
ア
ダ
ン
ス
） 

 
 

今
年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
方
々
の
ご
協
力
の
お

で
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

か
げ
で
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

（
剣
道
） 

 
 
 

（
社
交
ダ
ン
ス
） 

 
 

 

秋
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た 

地
域
づ
く
り
部
長 

木
村 

好
男 

公
民
館
ま
つ
り
開
催
前
日
で
あ
る
９
月
30
日

(

土)

に
大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

の
地
域
づ
く
り
部
と
各
部
が
主
体
と
な
り
、
親
子

会
や
子
供
会
（
大
代
東
区
・
大
代
南
区
・
大
代
中

区
）
の
お
手
伝
い
を
頂
き
な
が
ら
、
９
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
ま
で
の
２
時
間
程
度
、
秋
ま
つ

り
を
大
代
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

そ
の
日
は
、
市
の
行
事
も
あ
り
主
催
者
ス
タ
ッ

フ
が
少
な
く
運
営
・
進
行
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
休
む
こ
と
な
く
競
技
進
行
の

お
手
伝
い
を
頂
き
、
無
事
に
進
め
る
事
が
で
き
、

参
加
者
も
150
名
と
多
く
最
初
の
ゲ
ー
ム
か
ら
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
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開
催
種
目
に
つ
い
て
は
、
例
年
と
同
様
に 

①

パ
ン
食
い
競
争
、
② 

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
③ 

的
当
て

競
争
、
④ 

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
⑤ 

輪
投
げ
の
競

争
を
予
定
し
ま
し
た
が
、
最
初
か
ら
多
く
の
参
加

者
を
頂
き
、
最
後
の
輪
投
げ
ま
で
出
来
ず
、
予
定

の
時
間
で
あ
る
11
時
30
分
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
も
出
店
を
開
き
ま
し
た
が
、
例
年

提
供
し
て
い
る 

① 

お
に
ぎ
り
・
お
茶
の
セ
ッ

ト
、
② 

綿
あ
め
、
③ 

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
④ 

く

じ
引
き
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
き
氷
を

追
加
で
出
店
し
ま
し
た
が
、
好
評
を
頂
き
、
ほ
ぼ

完
売
状
態
で
し
た
。
特
に
昨
年
好
評
を
頂
き
ま
し

た
く
じ
引
き
は
、
数
量
を
多
く
準
備
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
早
め
に
完
売
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

来
年
も
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
す

sama  

 

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

柏
木
神
社
秋
季
例
祭
御
礼 

柏
木
神
社 

権
禰
宜 

本
郷 

佐
久
良 

 

10
月
22
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
柏
木

神
社
秋
の
ご
季
例
祭
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
を
謹
ん
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。 

 

残
念
な
が
ら
台
風
の
影
響
の
悪
天
候
に
よ
り

神
輿
渡
御
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

来
年
は
元
気
な
大
代
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
町

を
練
歩
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

柏
木
神
社
の
境
内
は
ゆ
っ
く
り
と
紅
葉
の
色

に
染
ま
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

歴
史
講
座 

大
代
東
区 

藤
原 

昭
雄 

 

９
月
27
日(

水
）
大
代
公
民
館
、
柏
木
遺
跡
、

横
穴
古
跡
で
、
大
代
に
関
す
る
歴
史
を
大
代
に
在

住
で
【
大
代
地
区
遺
跡
を
愛
す
る
会
】
会
長
の
西

幸
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
西
先

生
は
地
元
で
今
あ
る
史
跡
を
今
後
も
大
事
に
、
そ

し
て
良
好
な
状
態
で
残
す
た
め
の
活
動
を
な
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。 

 

初
め
に
、
公
民
館
で
大
代
村
に
つ
い
て
の
情
報 

を
お
話
し
し
て
か
ら
現
場
に
移
動
。
約
３
千
年
前

の
村
の
広
さ
、
住
人
の
人
数
や
動
物
の
数
や
飼
っ

て
い
た
鶏
も
い
た
等
、
柏
木
遺
跡
、
横
穴
古
跡
に

つ
い
て
現
場
で
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
【
遺
跡
を
愛
す
る
会
】
の
取
り
組
み
（
遺

跡
を
良
好
な
状
態
で
後
世
に
引
き
継
ぐ
事
）
と
し

て
、
会
員
や
、
地
元
の
方
々
、
他
に
遺
跡
を
保
存

す
る
為
に
協
力
し
て
下
さ
る
団
体
で
年
に
３
回

の
草
刈
を
実
施
。
毎
週
、
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
は
【
遺

跡
を
愛
す
る
会
】
の
会
員
が
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
た
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
情
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

横
穴
古
跡
で
は
、
日
頃
我
々
の
目
に
し
て
い
る

所
以
外
に
も
横
穴
が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。 

歴
史
の
勉
強
は
、
過
去
の
成
り
立
ち
を
深
く
追

求
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
現
状
を
い
か
に
後

世
に
引
き
継
ぐ
か
、
遺
跡
の
継
承
も
ま
た
歴
史
と

し
て
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
為
に
、
そ
ば
に
い
る
我
々
が
、
日
々
の
管

理
に
気
を
配
り
、
維
持
管
理
に
努
め
、
さ
ら
に
専

門
家
の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
勉
強
し
、
良
い

状
態
で
後
世
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
と
感
じ
た

次
第
で
す
。 

遺
跡
の
文
献
は
、
過
去
の
「
ふ
れ
あ
い
」
に
投

稿
さ
れ
た
も
の
を
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
可
能
で
す
。
ま
た
多
賀
城
市
の
広
報
の
「
歴 
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史
の
風
」
の
中
で
は
多
賀
城
の
歴
史
の
紹
介
が
あ

り
、
大
代
地
区
、
笠
神
地
区
の
こ
と
も
載
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
９
月
号
で
は
、
大
代
北
区
の
お
地

蔵
様
（
大
代
公
園
、
北
側
）
に
つ
い
て
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
が
、
出
来
る
事
を
担
う
こ
と
が
歴
史
、
史
跡
の

継
承
に
な
る
こ
と
を
今
回
の
西
先
生
の
講
話
の
中

か
ら
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

地
元
の
歴
史
に
関
す
る
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

子
供
歴
史
講
座 

 

大
代
に
遺
る
遺
跡
を
遊
び
な
が
ら
伝
え
る
と
同

時
に
、
親
子
相
互
の
交
流
、
遺
跡
を
愛
す
る
会
と

の
親
睦
を
目
的
に
左
記
事
項
を
お
こ
な
い
た
い
と

思
い
ま
す
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
。 

記 

１ 

日 

時 

11
月
12
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

２ 

場 

所 

柏
木
遺
跡
～
大
代
地
区
公
民
館 

 

集
合
場
所
：
柏
木
遺
跡 

（
雨
天
時
は
、
大
代
地
区
公
民
館
） 

３ 

実
施
項
目 

 
 

（
１
） 

遺
跡
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
15
分 

（
２
） 

昔
の
用
具 

 

・
・
・
・
・
・
・
15
分 

 

（
３
） 

昔
の
用
具
競
争
・
・
・
・
・
・
・
30
分 

（
４
） 

ト
ン
汁
試
食 

・
・
・
・
・
・
・
60
分 

（
５
） 

そ
の
他 

終
了
・
・
・
・
・
・
・
12
時 

４ 

対
象 

小
学
生
親
子
（
参
加
費
無
料
） 

５ 

申
し
込
み 

 

大
代
地
区
公
民
館
窓
口
又
は
電
話 

（
☎
３
６
４
・
８
４
４
２
） 

６ 

担
当 

 
 

遺
跡
を
愛
す
る
会 

会
長 

西 

幸
雄 

 

「
恵
愛
サ
ロ
ン
」
開
催
の
ご
案
内 

介
護
老
人
保
健
施
設 

恵
愛
ホ
ー
ム 

 

こ
の
度
、
恵
愛
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
地
域
の
皆

様
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
左
記

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
質

問
や
日
々
の
暮
ら
し
で
の
ヒ
ン
ト
、
参
考
に
な
る

よ
う
な
お
話
を
歓
談
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

記 

１ 

日 

時 

平
成
29
年
11
月
22
日
（
水
） 

 
 
 
 
 
 

14
時
か
ら
14
時
40
分 

２ 

会 

場 

恵
愛
ホ
ー
ム
（
事
務
室
受
付
） 

３ 

費 

用 

無
料 

４ 

担 

当 

業
務
課
長 

遠
藤 

５ 
 

問 
 

☎
３
６
６
・
７
１
１
７ 

貞
山
運
河
・
大
代
周
辺
清
掃
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
施
し
ま
し
た 

生
活
安
全
部
長 

松
戸 

勝
義 

平
成
29
年
度
、
秋
の
貞
山
運
河
・
大
代
周
辺

清
掃
を
10
月
15
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。 

春
の
清
掃
は
雨
天
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

秋
は
無
事
天
気
も
持
ち
、
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

ふ
れ
あ
い
俳
句
・
短
歌 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

〈
俳
句
〉 

 

長
靴
を 

履
き
た
る
少
女 

七
五
三 

 

〈
短
歌
〉 

復
旧
の 

運
河
を
称
ふ 

 

 
 

を
し
ど
り
の 

姿
気
高
し 

姿
麗
し 

 


